
◎　　　　　　　は身近な相談窓口の情報と個人の記録で構成されています。

◎　こんな時、　　　　　 　が役に立ちます。

　①本人、家族、支援者の情報共有に役立ちます。 　②情報の引き継ぎに役立ちます。

◎　　　　　　　は市町村のホームページからダウンロードできます。

◎　　　　　　　を記載・使用するにあたって

　　　・必要と思われるところや、支援に役立つ情報から書いていきましょう。

　　　・大変重要な記録ですので、原則として本人または家族が責任を持って保管しましょう。

　　　・支援者が利用する場合は、プライバシーを厳守し取扱いには十分留意してください。

は、発達障がいなど支援を必要とする方の生活の質がより

向上し、豊かな生活を過ごせるように願い作成しました。

その願いの実現のために、現状や成長過程を共有し、活用することによ

り、本人を中心とした総合的な支援ネットワークを築くことを目指してい

ます。

☆相談窓口や本人の障害特性等の情報を
共有できます。

☆施設から地域生活に移行する際や、家族
から支援者に情報を引き継ぐ場合に、情報
をスムーズに伝達できます。

のご案内

企画・編集
奈良県自立支援協議会療育教育部会 発達障がいサポートブックワーキンググループ

監 修
関西福祉科学大学大学院 社会福祉学研究科 教授 櫻井 秀雄


